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研究要旨：小児気管支喘息の有症率と家族の学歴との関係また収入との関連については諸外

国では報告があるものの国内での報告は極めて少ない。我々は 2002年の international study 

of asthma and allergies in childhood(ISAAC)調査の際に一部の小学校で説得に応じてもら

え、この内容に関する調査を実施することができた。その結果について集計・報告すること

を目的とした。 

その結果、母親の学歴が高いほうが、鼻症状・花粉症・発疹・アトピーの症状が有意にみら

れた。また、母親の学歴が低い方が、発語障害が出るほどの発作がみられた。それ以外の症

状の重症度と母親の学歴は有意差がなかった。 

 

A. 研究目的 

小児喘息の有症率と家族の学歴や収入との関

連は諸外国では報告があるが国内での報告は極

めて少ない。また、この様な内容に関する問診

票調査は困難である場合が少なくない。我々は

2002 年の international study of asthma and 

allergies in childhood(ISAAC)調査の際にこの

内容に関する調査を実施することを、各学校で

交渉したが、ほとんどの学校で拒否された。特

に、収入に関しては全く強力は得られなかった

が、一部の学校で、説得に応じてもらえ、学歴

に関する調査ができた。その結果について報告

することを目的とした。 

 

B. 研究方法 

2006 年に行われた ISAAC 調査時にそのマニ

ュアルに従って調査を実施した。全体の有症率

等には既に報告している。今回の対象は 11 小学

校 923 人の小学生る。学歴に関しては、中学校

卒業、高等学校卒業、専門学校以上の 3 種類の

選択肢が用意された。喘息、アレルギー疾患の

診断は ISAAC 第３相の診断基準によった。 

 

C. 研究結果 

今回の調査では母親で中学校卒業者 11 名の

みであった。高校卒業者は 251 名、482 名が短

大以上の卒業であった。そこで、11 名の中学卒

業者を除いて、高校卒業者と短大以上の卒業者

に関して比較検討した。 

χ2 検定による結果：母親の学歴が高いほう

が、鼻症状・花粉症・発疹・アトピーの症状が

有意にみられた。母親の学歴が低い方が、発語

障害が出るほどの発作がみられた。それ以外の

症状の重症度と母親の学歴は有意差がなかった。

オッズ比による検討：発語障害が出るほどの発

作は母親の学歴が低い方が発生率は 4.47 倍に

なった。鼻症状は母親の学歴が高い方が発生率

は 2.22 倍になった。花粉症は母親の学歴が高い

方が発生率は 2.45 倍になった。発疹は母親の学

歴が高い方が発生率は 1.99 倍になった。アトピ

ーは母親の学歴が高い方が発生率は 1.78 倍に

なった。 



D.E. 考察・結論 

諸外国の報告では、母親の学歴が低い方が喘

息の重症度が高いとするものが多い傾向にある。

本邦では、その特殊性から、家族の学歴との関

連は調査しにくい。福岡市で行った ISAAC 第

III 相の調査でも、ほとんどの学校でこれに関す

る問診項目は削除するようにと言われ、これを

行うのなら調査全体に協力できないという学校

も多かった。今回の結果に対する、考察は諸々

に考えられるものの、1 つの事実として報告し

ておきたい。 

 

F. 健康危険情報 

 今回の検討においては特に存在しない。 
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